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• CFOの横山でございます。

• 本日はお忙しい中、当社決算説明会にお集まりいただきまして、ありがとうございます。

• それでは、2019年3月期の上期決算についてご報告を申し上げます。

• お手元にご用意させていただいております「上期決算報告」資料に基づきご説明させて頂きます。

• 尚、11月7日にすでに決算開示を行っていますので、ポイントをかいつまんで説明させていただきま
す。
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• スライド１をご覧ください。

• エグゼクティブサマリーになります。

• 上期の連結業績は、増収増益で着地しました。

• 国内は即席めん事業、冷凍事業を中心に好調だったこと、不動産売却益を計上したことにより増収・
増益となりました。

• 海外は概ね順調に進んでおりますが、米国における市場環境の変化の影響が大きく増収減益となりま
した。米国につきましては第2四半期で大分改善してまいりました。現在、値上げの浸透を図ってお
ります。

• 通期見通しに関しましては、引き続き、期初計画の達成を目指して進めております。

• それでは、スライド２をご覧ください。



• 上期の実績サマリーになります。

• 売上収益は、前期比 41億円増収の2,147億円となりました。

• 営業利益は、前期比 38億円増益の225億円で着地しました。

• 親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前期比 +6億円増益の152億円で着地しました。

• スライド３をご覧ください。
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• 続いてセグメント別の売上収益実績についてご説明いたします。

• 国内が21億円増収の1,567億円、海外が20億円増収の580億円で着地しました。

• スライド４をご覧ください。
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• 各セグメントの詳しい売上収益の増減要因に関して説明いたします。

• 日清食品は、9億円の増収の896億円で着地しました。カップめんでは、特に、主力ブランドの「どん兵
衛」、「U.F.O.」が売上を牽引し、前年を超える売上となりました。袋めんも、「チキンラーメン」ブ
ランドが好調なのに加え、昨年秋に発売した「お椀」シリーズが純増となり、前期比 +7％で着地しま
した。

• 明星食品は、10億円増収の160億円で着地しました。カップめんでは「一平ちゃん 夜店の焼そば」が
特に好調で、前期比 +7％で着地しました。袋めんも、「中華三昧」ブランドが2ケタ増となるなど、前
期比 +2％で着地しました。

• 低温事業は、7億円増収の277億円で着地しました。チルド事業で前期比 +2%、冷凍事業で前期比 +3％
となりました。冷凍市販用のラーメンが引き続き好調に推移しています。

• 菓子・飲料事業は、6億円減益の214億円で着地しました。日清シスコではコーンフレーク、菓子事業で
売上を伸ばしましたが、グラノーラの落ち込みをカバーできませんでした。日清ヨークは、基幹ブラン
ドの「ピルクル」の売上は引き続き順調だったものの、ヨーグルト飲料市場の低迷と競争激化の影響が
あり減収となりました。ぼんちは、猛暑による「お籠り需要」などもあり微増収となりました。

• 米州地域は、4億円減収の293億円となりました。為替影響の -25億円を考慮すると実質的に21億円の増
収となります。

• 米国は7月から進めている価格改定、高付加価値商品の売上増により、売上金額は前期並みに着地しま
したが、数量ベースでは前期を下回りました。

• メキシコは「CUP NOODLES INTENSO」が好調で販売数量を伸ばし、また価格改定効果もあり、現地通貨
で前期比 +18％の売上増となりました。

• ブラジルは、袋めん、カップめんともに売上を伸ばし、更に価格改定効果も加わり、現地通貨で、前期
比 +14％の売上増となりました。

• 中国地域は、10億円増収の203億円となりました。為替影響の +1億円を考慮すると実質的には9億円の
増収となります。

• 香港では「出前一丁プレミアム」、「一風堂」、「CUP NOODLES BIG」の売上増に加え、MCMSの取扱量
拡大の影響もあり、現地通貨で +3％の増収となりました。

（次スライドに解説つづく）
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（前スライドからのつづき）

• 大陸では「カップヌードル」の売上増、「拉王」、「一風堂」が純増となり、現地通貨で +7％の増収
となりました。

• アジア地域は、3億円増収の49億円となりました。為替影響の -1億円を考慮すると、実質的には4億円
の増収となりました。

• インドでは営業体制の強化の効果もあり、袋めん・カップヌードルともに好調で増収に貢献しました
。

• タイでは、10バーツ商品が好調でアジア地域を牽引しています。

• ベトナムも売上規模は小さいもののカップヌードルの販売が伸びて増収となっています。

• EMEA地域は、10億円増収の34億円となりました。為替影響の +1億円を考慮すると、実質成長は9億円
でした。欧州地域は、「Soba」、「出前一丁」が引き続き好調で、プレミアフーズ社のOEM商品「
Super Noodle Pots」も受注を伸ばし、大きく増収となりました。

• では、次のスライドをご覧ください。

（5ページ）

• 続きまして、セグメント別の営業利益情報です。

• 国内は、54億円増益の221億円で着地しました。国内の不動産売却益が52億円発生しており、その影響
を引くと2億円の増益となります。

• 海外は、13億円減益の32億円で着地しました。

• そこに、グループ間調整費など -28億円を合算した225億円が、上期の営業利益となります。

• では、次のスライドをご覧ください。
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• 各セグメントの詳しい営業利益の増減要因に関して説明いたします。

• 尚、持分法による投資損益の状況につきましては、補足資料の5ページに記載がありますので、併せ
てご確認ください。

• 日清食品は、関西工場新設のため、一時的に在庫が増えた影響で物流費が上がっています。関西工場
の立上げ費用、償却費増なども全体の費用を押し上げましたが、売上増、一般管理費減、広告宣伝費
減少の影響で、最終的に3億円の増益となりました。

• 明星食品は、原材料費、物流費、広告宣伝費の増加を増収でカバーし、2億円の増益となりました。

• 低温事業は、チルド事業が原材料コスト増、物流費増で微減益となりましたが、冷凍事業の増益が貢
献し、前期以上の利益を確保しました。

• 菓子・飲料事業は、日清シスコ、日清ヨーク、ぼんちともに減益となり、持分法による投資損益は改
善したものの、当セグメント全体の利益は2億円の減益となりました。

• 国内その他は、不動産の売却益が52億円発生したことで、前期比51億円増益の60億円となりました。

• 米州地域は、前期比19億円減益で3億円の赤字となりました。為替影響 -2億円の影響を除くと、実質
的に17億円の減益となります。

• 米国では、製造原価・営業費用・物流費などの費用増の影響が大きく、7月からは順次値上げを実施
していますが、その効果が徐々に浸透している状況です。

• メキシコは販売数量増に加え、値上げ効果もあり増益となりました。

• ブラジルは、売上は大きく伸びたものの、昨年の火災保険の受取の反動、原材料相場高、物流コスト
増もあり、若干の減益となりました。

• 中国地域の営業利益は、1億円減益の17億円となりました。為替変動の影響はほとんどありませんで
した。

• 香港では新製品の導入料、上場による体制強化の費用増もあり減益となりました。

• 大陸は浙江工場をはじめ、生産強化・物流強化による償却費増、販売強化のための人件費増などあり
ましたが、売上増でカバーし増益で着地しました。

• アジア地域は、8億円増益の13億円で着地しました。為替影響 +1億円の影響を考慮すると実質的に7
億円の増益です。

（次スライドに解説つづく）
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（前スライドからのつづき）

• タイでは売上増、工場の稼働の安定により増益、シンガポールも増益です。

• また、ベトナム、インドネシア、インドでは赤字幅が着実に縮小しています。

• そこに、持分法による投資損益が、 +3億円の増益となっています。

• EMEA地域は、1億円減益の4億円となりました。為替の影響はほぼありません。

• 欧州では売上増により増益となり、またトルコも赤字が縮小しましたが、持分法による投資損益が若
干マイナスになったことが響きました。

• では、次のスライドをご覧ください。

（スライド7）

• スライド７には、非経常損益の影響を考慮した資料を用意いたしました。

• 国内では不動産売却益、海外ではアジアにおける工場の売却益が影響しています。

• では、次のスライドをご覧ください。
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• 続きまして、営業利益の費用別の増減分析についてご説明いたします。

• では、国内の分析から説明いたします。

• 売上収益が21億円増加したことによる利益増が7億円となりました。

• 原価率変動による利益増減につきましては、3億円の費用増となりました。原材料コストが約6億円の
費用増、関西工場の立上げ時の初期費用などの費用増を、品種ミックス・事業ミックスでは賄えず3億
円の費用増となりました。

• 物流費比率変動による利益増減は、関西工場移管に伴う在庫の拡大、西日本豪雨の影響などによる一
時的な物流費増もあり、5億円の費用増となりました。

• 広告宣伝費は主に期ズレにより3億円の費用減となりました。

• 一般管理費は、国内グループ合計で2億円の費用減となりました。

• 最後に、その他損益増減で53億円の利益増となっていますが、内、52億円は、第1四半期に計上した、
不動産売却益によるものです。

• 続いて、海外について説明いたします。

• 売上収益が20億円増加したことによる利益増が6億円となりました。

• 原価率変動による利益増減は7億円の費用増となりましたが、これは主に米国における原価コストの増
が影響しています。

• 物流費比率変動による利益増減は、6億円の費用増となりましたが、これは主に米国における物流費増
の影響です。

• 減価償却費の3億円の費用増は、各セグメントで少しずつ償却費が増えている影響です。

• 広告宣伝費の2億円の費用減は、主に米州、アジアにおける費用減の影響です。

• 一般管理費の3億円の費用増は、主に中国事業における費用増です。

• 最後に、その他損益増減で3億円のマイナスとなっていますが、内、4億円は昨年受け取ったブラジル
の火災保険の影響によるものです。

• 国内海外連結の営業利益の費用別増減については、スライド19に記載しております。

• 以上にて、2019年3月期上期の決算の概要についての説明を終わらせていただきます。

• 下期以降も期初に掲げた事業計画達成に向け全力で諸施策を遂行していくつもりです。

• 引き続きよろしくお願い申し上げます。
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• 代表取締役社長・CEOの安藤宏基でございます。

• 改めまして、本日は当社の決算説明会にご参加いただきありがとうございます。

• CFOから数値については細かく説明がありましたので、私からは中期経営計画の進捗等についてお話
しさせていただきます。

• スライド10をご覧ください。
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• いつも掲載しておりますが、当社は中期経営計画達成のために5つの戦略テーマに取り組んでおり、
今ちょうど真ん中の2年半を経過しています。

• 次のスライドをご覧ください。
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• では最初に、「Global Brandingの促進」、「カップヌードル」のグローバル化の状況をお話しさせ
ていただきます。

• 中期経営計画では、「カップヌードル」の海外販売数量を、2020年度には2015年度比1.5倍にする目
標を立てております。

• 5月の決算説明会の場で、当期のカップヌードルの成長率の目標を8～9％とお話しいたしましたが、
上期の結果は前期比、7％の伸長となっております。

• 2018年度前半の取り組みとしましては、3月にはタイで「CUP NOODLES Grilled Seafood」を発売し、
2018年度の売上に貢献しております。

• 5月にはインドで50ルピー商品、日本円で75円ぐらいになります「CUP NOODLES Paneer」というチー
ズ味の商品、メキシコでは激辛商品の「CUP NOODLES INTENSO」を発売しました。

• また、7月、9月にはシンガポールで「CUP NOODLES BIG」を2品発売するなど、「カップヌードル」の
成長戦略を進めております。

• 後ほど、お話しさせていただきますが、「カップヌードル」が成長軌道に乗り始めたブラジルでは、
11月に「カップヌードル」のリニューアルも控えております。

• また、「カップヌードル」の世界観を広げるため、日本で話題となった「カレーメシ」のCMをパロデ
ィー化し、インド・ブラジルでのCMを制作しました。インド、ブラジルでも、その独特な世界観は消
費者の大きな反響をいただいております。さらに、そのパロディーCMを日本に逆輸入し「カレーヌー
ドル」のCMを制作しました。このような取り組みを継続することで、世界の若者の心をわしづかみに
していきたいと考えております。

• こうした商品施策、マーケティング施策を通して、今期の目標ラインの8％以上の成長を目指してい
きたいと考えております。

• 次のスライドをご覧ください。
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• 続いて、「重点地域への集中」ですが、BRICsの進捗についてお話しさせていただきます。

• まず、ブラジルですが、ブラジルは日清食品グループの海外事業において、今後の成長の期待値が最
も高い地域の一つです。

• 昨年12月に発売した、「CUP NOODLES GALINHA CAIPIRA PICANTE」、今年3月に発売した「CUP NOODLES 
SEAFOOD」の2つの新フレーバーが消費者の間口を大いに広げ、純増となっただけではなく、既存フレ
ーバーの底上げにつながっております。

• この成長をさらに加速するために、11月には大幅なリニューアルとフレーバーの拡充を予定しており
、8品体制から10品体制とし、さらなる成長を目指していきます。

• また、袋めんにおきましては、4月に価格改定を実施したにも関わらず、数量が1桁中盤の伸びを示し
ており、再成長ステージへの転換期に入ってまいりました。

• 原材料価格は、小麦価格の高騰、レアル安による輸入資材の高騰、トラックストライキ以降の物流コ
ストの上昇に伴う資材コストの上昇など、コスト上昇局面を迎えております。

• 当社といたしましては、11月にも価格改定を実施し、収益性の維持・向上に努めてまいります。この
ブラジルでの経営は、インフレよりも先に値上げを進めるというのがコツのようです。

• ロシア事業は持分法適用会社による事業となります。

• 出資しているマルベン社に対しては、生産面、商品開発、マーケティング支援など、様々な協力を進
めております。

• 生産面では歩留まりの改善や、人材教育の強化などに貢献をしております。

• またノンフライめんの供給、製品改良への助言を行うなど、非常に密な関係性をもって協力を進めて
おります。

• では、次のスライドをご覧ください。
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• 続いて、インドの状況についてお話しさせていただきます。

• インドはご存じの通り13億人という圧倒的な人口を誇っております。一人当たりの即席めんの喫食数
は4.1食と世界の中でも、まだまだ低い状況ですが、成長ポテンシャルは極めて高いものがあります。

• 恐らく、今年度中にも日本の総需要を超えて、世界で3番目の即席めんの消費国になるのではないかと
考えております。

• インドでは上位メーカーの袋めんの安売りが過激化しておりましたが、ここにきて少し落ち着いてき
たのではないかと考えております。

• 当社は、ボリュームゾーン対策として10ルピー、日本円で約15円の商品を展開しておりますが、当社
といたしましては、20歳～39歳くらいまでの大人向けの商品として20ルピーのグルメラインの強化を
進めており、これによってボリュームゾーンとは一線を画した、価格競争に巻き込まれにくいプレミ
アム路線の展開も進めております。

• 「カップヌードル」の戦略につきましては、引き続き大都市の購買力の高い層に向けて商品提案を進
めていきます。40ルピー、日本円で約60円の商品に加えて、50ルピー、日本円で約75円の商品を拡充
し、他社にはないフレーバーバリエーションと若者に向けたコミュニケーションを推進することで、
さらなる成長を目指しております。

• それでは中国についてご説明いたします。

• 香港日清は、昨年12月に香港上場いたしました。現地の株価に影響するためあまり多くの情報は開示
できませんが、簡単に現在の状況と方針をお話しいたします。

• 成熟した香港市場においては、ポテトチップス、カゴメ食品㈱と共同でチルド飲料の販売などの多角
化を進めることで、横展開でのボリュームの拡大を目指していきます。また、即席めん市場に対して
も、カップヌードルライト、有名店のコラボ商品などによるプレミアム化を進め、需要の拡大を目指
していきます。

• 大陸においては、「カップヌードル」ブランド「合味道」の更なる浸透を図るとともに、ブームであ
る「とんこつフレーバー」に対しては、日式ラーメンとして「拉王」の販売を強化するだけでなく、
今年に入ってからは有名店コラボである「一風堂」、日本のラーメン店が香港で出店している「豚王
」とのコラボなどの展開も進めており、今後も高級めん市場における主導権を握っていきたいと考え
ております。

• 次のスライドをご覧ください。
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• 続いて、「国内収益基盤の盤石化」についてお話しさせていただきます。

• この図表にもあります通り、日清食品の新関西工場の第1期工事が完了し、生産をスタートしました。

• 来年の3月に「Grand Opening Ceremony」を予定しているため、簡単に、新工場で採用した新しい仕組
みについてお話しをさせていただきます。

• この工場では、最新鋭の設備とロボティクスを導入しています。

• 資材検品、資材搬入、かん水の製造、資材投入まで自動化を実現しました。

• また、区域管理や人手を最小限に抑えるなどでフードディフェンスも大幅に強化されました。

• 生産管理システムも大幅に更新し、資材の入庫から搬送、検品、投入までの一連管理を実現し、数万
点にも及ぶ良質なデータ収集を行うことで、AI化を推進しています。

• また、コージェネレーションシステムを採用したことで、停電時でも全ラインの稼働を可能にし、BCP
の中核工場としての役割を担っています。

• さらに廃熱の効率利用で環境にも優しい工場となっています。

• そして、日清独自の集中管理システムを導入した「日清自動監視管理室（NASA室）」でリアルタイム
管理や工場の視える化を実現しました。

• 来年3月の「Grand Opening Ceremony」以降、投資家の皆様にも工場視察の機会を設けたいと考えてお
りますので、皆様のご参加をお待ちしております。

• では、次のスライドをご覧ください。
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• 続いて、「第2の収益の柱の構築」について状況をお話しさせていただきます。

• 低温事業の取り組みにつきましては、今回も冷凍事業に触れさせていただきます。

• 日清食品冷凍では、「単品力の強化」を目標に掲げております。おかげさまで10億円商材が4品から6
品をうかがうまでになってきました。

• 単品力が高まったことで、SKUの絞り込みにもつながっておりますし、生産効率の向上によって、収
益基盤も以前に比べ大分改善されてきました。

• またCVSマーケットに対しても、取り組みを強化しております。ここに記載しております「中本 蒙
古タンメン 汁なし麻辛麺」はセブンイレブンでエリア・期間限定で発売したところ、大きな話題と
なりました。反響が大きかったため、現在では、供給のバランスを取りながら、関東地区の一部エリ
アでの販売を継続しており、様子を見ながら徐々に取扱地域を広げております。

• 菓子事業の取り組みでは、日清シスコについてお話しさせていただきます。

• 一昨年まで業界の話題を引っ張っていたグラノーラ市場もすっかり落ち着いてしまいましたが、日清
シスコは総合シリアルメーカーとして、業界内での存在感が日に日に増しております。

• 日清シスコでは、シリアルマーケットを、消費者の視点から分析し、「具あり」か「具なし」かで再
定義し、今後の市場の再成長のポイントとして「具入りシリアル」市場の創造がキーになると考えま
した。

• そこで、具にこだわった「具ood！シリアル」を新提案して、この秋に「ごろっと果実のコーンフレ
ーク」を第1弾として発売し、流通の方々の高い評価を得ております。

• また、日清シスコでは、周年ブランド、「シスコーン 55周年」、「チョコフレーク 50周年」、「ク
リスプチョコ 40周年」が集中しており、これらの販促を強化することで、下期の増収に繋げていき
たいと考えております。

• また、中経の進捗状況ですが、菓子事業の売上目標は1,000億を想定していると以前お話ししました
が、M&Aの想定を除く、既存の事業は概ね順調に推移しています。また4％は最低とお話しした収益性
については、それ以上の収益性になってきております。

• 飲料を含む低温事業も1,000億円を目指していますが、それぐらいはいけるのではないかと考えてお
ります。また4％以上の収益性も確保しており、この分野はオンラインとご理解ください。

• では、次のスライドをご覧ください。
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• それでは、「グローバル経営人材の強化・育成」と「ESG関連」のお話をさせていただきます。

• まず、当社の海外人事のお話しとなりますが、10月1日から米国日清では新社長が陣頭指揮にあたっ
ています。

• 新社長は、Michael J. Priceといいまして、当社には2015年に入社し、今まで営業部門のVice 
Presidentとして活躍いただいておりましたが、前任のAl Multari氏が一身上の都合で退きましたの
で、2人目の現地人経営者として社長に就任することになりました。彼はMarsというチョコレートの
会社や、その他の大手の加工食品メーカーの役員を歴任したあとに当社に入社し、今回のCEO就任と
なりました。

• ESG関連につきましては、2つの報告をさせていただきます。

• 一つ目は、「Dow Jones Sustainability Indices」についてのご報告です。

• この度、日清食品ホールディングスは「DJSI Asia/Pacific Index」の構成銘柄に初選定されました
。当社のESG活動が評価された結果と大変光栄に感じております。引き続き、高い評価を得られるよ
うESGを意識した経営を進めてまいります。

• 二つ目は、8月に策定した「日清食品グループ健康経営宣言」についてです。

• 当社では、全社員が常に健康な状態を維持し、能力を最大限に発揮して業務にあたることを経営上の
最重要課題の一つと考え、健康経営を推進しています。

• 今後、社員の健康に対する様々な施策を実施してまいります。

• 健康経営を強く推進することで、持続可能なグループの成長を、より一層後押ししていきたいと考え
ております。

• では、次のスライドをご覧ください。
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• それでは最後になりますが、当社のスポーツマーケティングについてお話しさせていただきます。

• 当社は錦織選手、綿貫選手など、プロテニスプレーヤーの活躍を強くバックアップしております。

• そして、皆さんもご存じの通り、当社所属の大坂なおみ選手が9月にアメリカで開かれたグランドス
ラムで見事に優勝いたしました。これは日本人初の快挙です。

• 大坂なおみ選手の世界に挑戦する姿に強く感動をされた方も多いのではないかと思います。

• 残念ながら、WTAファイナルではラウンドロビン敗退となりましたが、数多くあるプロスポーツの世
界の中で、今年もっとも注目された選手であることは間違いありません。

• 錦織圭選手も11月11日から年間成績上位8名で争うATPツアーファイナルに出場予定です。

• 日清食品グループも、大坂なおみ選手や錦織圭選手のように、世界に挑戦する強い目的と意識をもっ
て、今後も成長戦略を加速させていきたいと考えております。

• 「HUNGRY TO WIN」と、ここにでておりますが、「世界に、食ってかかれ。」という姿勢も、もうす
でに2人は食ってかかっておりますけれども、我々もグローバル化に挑戦しています。

• 2020年のオリンピックに向けて、この2人が頑張りますので、どうぞ期待してください。

• 説明は以上でございます。



18



19



20



21



22



23



24


